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フランス船舶海上保険概史
大　谷　孝　一
は　じ　め　に
　フランスにおいて船舶海上保険olが初めて実際の用に供された時期は未だ明
らかではないが，文献に現われているところから推測すると，他の西欧諸国と
比べて決して早い方ではない。しかし船舶海上保険がフランスに導入されて以
来現在に至るまで，それはほぼ順調に発展を遂げて来たと言ってよい。②特に
近年，イギリス船舶保険の影響を強く受けながらも，着実に独自の道を歩んで
いる。
注（ユ）もちろん，フラソスにおいても，初めから船舶海上保1険が積荷海上保険と別個独
　　立に存在していたわけではない。
　（2）　Alain　Bess6，λss舳α刎2刎α励伽2s〃ωゆ∫一1二αo1α㈱2“万畑刎Sαψ”，1957，
　P．1．
　そこで本稿では，フランスにおげる船舶海上保険の発展の歴史を概観してみ
たいと思う。
　歴史は，トイソビー（Toynbee）の言うように，狭い地域的な観点を超越し
なげれぱ，それ自体として深遠な観察はできないであろうが，しかし本稿では，
フランスー国に隈ってその船舶海上保険の発展の過程を傭敏することにする。
　もちろん，ここで言うフランスとは，ヨー肩ツパ犬陸のほぼ中心を占め，約
55万平方キロメートルの面積を有する現在のフランス共和国である。蓋し，フ
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ラソスは，5世紀末のクロヴィス（C10vis）によるフラソク王国の建国以後を
とってみても，幾多の分割と併合を繰り返し，時代によっては，本稿に記述さ
れる都市が現在のフラソスには含まれたいということが起りうるからである。
　そこで，現在フランスでは，
　　（1）漁船・遊覧船・帆船および機帆船を除くすべての船舶の船体フラソス
　　’海上保険証券（Po1ice　franCaise　d’assurance　maritime　sur　co叩s　de
　　　tOus　naviエ・esき1’exclusion　des　navires　de　pεche，de　p1aisance，des
　　　vo肚ers　et　des　navires乞moteur　aux丑iaire）
　　（2）フラソス漁船海上保険証券（Police　franCaise　d’assurance　m趾itime
　　　sur　corps　de　navires　de　pεche）
　　（3）7ラソス遊覧船・帆船・機帆船海上保険証券（Police　franGaise　d’as－
　　　surance　mar1time　sur　corps　de　nav1res　de　p1a1sance，vo111ers，
　　　naV虹eS註InOteur　auX丑iaire）
　　（4）フランス船舶建造海上保険証券（Po1ice　frangaise　d’assurance　ma－
　　　ritilne　sur　corps　de　na∀ires　en　constructions）
　　（5〉フランス係船海上保険証券（Po1ice　frangaise　d’assurance　maritime
　　　sur　corps　de　navires　en　s6jour　dans　un　port）
等の船舶関係海上保険証券が使用されているが，以下Iでは，フラソスにおげ
る船舶保険の発生から1807年の商法輿までを概説し，】Iでは，商法典以後今目
までの変遷を傭敏し，フラソス船舶海上保険史において重要な位置を占める
1840年5月1日のパリの保険証券を紹介する。そして皿では，現在使用中の上
記5つの保険証券のうち，特に契約の主流を占める「漁船・遊覧船・帆船およ
び機帆船を除くすべての船舶の船体フラ：■ス海上保険証券」について，最も新
しい1972年保険証券を紹介したいと思う。
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　I－1　フラソスにおいては，メロヴィソガ王朝（M6rovingiens，486～751
年）の初期には既に商業はかなりの隆盛を誇っていたが，この隆盛は，フラソ
ク王国の全盛を導いたカール大帝（Ch孤1emagne，在位768～814年）の輝かし
い治世下まで成長を続げた。
　このカール大帝の死後，フラソク王国は長子ロタール1世のフラソク王国
（ロタール王国，伊），次子ルードウィヒの東フラ：■ク王国（独），カール禿頭
王の西フラソク王国（仏）に三分割され，今日のイタリア，ドイツ，フラソス
の起源ができ上がるが，この頃から徴侯を示し始めた幾多の災厄によって，こ
れら初期の繁栄は消滅Lてしまった。この災厄を紹来した主因は票脾極まるノ
ルマ：■人の侵入であったが，パリ伯ユーグ・カペー（Hugues　Capet）がノル
マソ人を撃退した頃（885年）から（カベー王朝一987～1328年），封建制度
が勃興し，商工業の発展の抑圧に抽車をかけた。
　しかし，封建制度が定着し，杜会が安定するにつれて，手工業や商業が成長
し，これらの中心地に都市が発達した。更に，幸いにも（イスラム教徒にとっ
てはこの上もなく不幸たことであったが），前後7回に亘って行なわれた十字
軍の遠征は，封建諸侯の権力を減退させ，封建制度を衰退せしめた。と同時に，
東方との接触によって，商業は一層の発展をみた。自由都市（COmmuneS）の
解放が一層容易となり，国王の掌中に権力を集中することによって，秩序が回
復された。
　10世紀末から続いたカペー王朝が断絶し（1328年），ヴァロア王朝のフィリ
ップ6世（Phi1ippeW）が即位したことに対して，王位継承権を主張するイ
ギリスが開戦し，1339年から1453年まで英仏の間で戦わされた激烈な百年戦争
（la　Guerre　de　Cent　Ans）によって，フラソスの封建貴族は大打撃を被り，国
王による中央集権化が一層進んだが，この間も商工業は順調な発展を遂げた。
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　この間，マルセイユ（Marsei11e）は常に成功裡に海上商業に従事Lていた。
マルセイユの商人の獲得した富は，彼等をしてマルセイユ地方の諸貴族武士の
封建的権力支配およびSaint－VictOr教会の宗教的権力支配に対抗させるのに
十分であった。フランスで，東方諸国との遠隔地商業を行なった最初の都市は
このマルセイユである。地中海東部沿岸地方にフランス領事館を設立できたの
も，このマノレセイユ商人のおかげである。イタリアのジェノヴァ（Gεnes）やヴ
ェニス（▽eniSe）は，その諸種の特権・独占権を維持するために，しばしぱマル
セイユに対して武力を行使し，執鋤こ諸要求を突き付けてきたが，マルセイユ
はその商業を東方諸国との問に維持することができた。1136年および1152年の
エルサレム王フヅク3世（FouqueIII）の特許状およぴボートワソ（Baudom）
の営業免許状によって，マルセイユ人は非常に広範な特権を与えられている。
このマルセイユは，13世紀に入って独立の共和国となった。
　さらに遅れて，シャルル・ダンジュ（Charles　d’Anjou）に従ってその冒険的
遠征に身を任せ，それによって商業上の繁栄をえたモソベリエ（Montpe11ier）
は，マルセイユにとって強力な競争相手となった。この都市は，フラソス商業
の誉れジャック・クール（Jacques　Cceur）を世に出した。
　マルセイユ，モンベリェに続いて，ナルボソヌ（Narbonne），更に大西洋側
ではラ・ロシェル（La　Roche11e）およびルアソ（Rouen）が商業都市の伸間
に加わった。これらの港は既に15世紀には隆盛を極めていた。
　しかLながら，外国貿易は長い間外国人就中イタリア人の掌中にとどまり
（特に中世においてその傾向が強い），外国貿易が彼等の手から解放されたの
はルイ11世（LOuis　XI）の治世下からである。
　フラソスの諸王は，定期市の創設やそれに付帯した諸種の特権によって，国
内に商業を奨励しようと努めた。シャソパーニュ（Champagne）やブリー
（Brie）の定期市は最も古いもので，既に美貌王フィリップ（Phi1ipPe－1e－Be1）
の1294年の勅令にはこれらの市について引用されている。1349年8月6日・フ
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イリップ・ド・ヴァロァ（Phnippe　de　V創ois）は定期市が享受していた諸特
権を復活させ，それらの特権は1419年の・シャルル7世（Ch班1es　WI）の勅令
によってリヨソ（Lyon）の定期市にも広げられた。ルイ11世，シャールル8世，
ルイ12世，フランソワ1世，アソリ2世，フラソソ・ワ2世およびシャルル9世
の下でこれら市の享有する特権を是認または拡大し，市の監督者を定め，その
権限を定め，彼等に関するあらゆる規則を定めることを目的とした多数のオル
ドナソスが出された。・このオルドナソスの最後のものは1573年8月30日の日付
けを有する。・しかし，そこで敢り扱われている諸種の取引やこれらの定期市の
監督着なら知っていた筈の諸種のクレームを集めてみても，未だどこにもr保
険」という言葉は出てこないのである。ω
激1）i・id…Al・…t，肋肋φ伽1伽・∫舳脇・一λM舳∫伽励伽的
　　伽燗肋∫，榊肋〃εs2チW1α地丁一I，1843，PP・91～93・．
　I－2　フラ：■スにおいて初めてr保険」という言葉が現われている文献は，
ニレアソ市の商事裁判所の管轄に関する規則を定めた1556年の勅令である。
　同勅苓は次の通り述べている。
　《Et　comme　ainsi　sommes　advertiz　que1e　tra伍cq　des　asseurances
　est　puis　naguさres　en　ga血is　grandbment　en　avantbar16s　marchands
　dudict　Rouen，n6goce　fort　honorab1e　et　qui　d6core　et　anob1it　gran－
　dement1e　tra伍cq　et　com㎜erce　d，ice11e　vi11e，et　que　pour　faire　les
　po11ces　d，1ce11es　asseurances　et　deppendances　qu1s，y　o丘rent　・　nous
　avons　permis　et　permettons　auscdicts　marchands　fr6quentans　ladicte
　p1ace　pr6sens　et　advenir　de　se　bouvoir　assemb1er　toutes　les　fois
　que　besoing　sera，cr6er　et　es1ireき1a　pluralit6des∀oix　des　es1isans
　un　marchand　d，entre　eux，tel　qu’ils▽erroI1t　que坤en　soit，persome
　丘de11e，experte　et　cogn01ssant　led1ct　tra伍cq　d，asseurances，　Ieque1
　fera　et　accordera　et　fera　signer　par1es　asseureurs　toutes　et　chacu－
　nes　les　po1ices　d’asseurances　qui　s’y　feront　dor6navant　en　ladicte
　！p1ace，vコle　et　banlieue　de　Rouen，tout1e　temps　qu’il　p1aira　auxdicts
る52
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m班chands，et血essera1e　co㎜pte　des鎮osses　avaries，quand　is
adviendront，parぱes　appe16es；et　aura　pOur　ses　peines　et　vacatiOI1s
desdicts　a舐aires　d’asseurances，ce　qui1eur　se；a．、ordonn6　pa工　iceux
nlarchand＆　Et　sera　tenu　et　subject　de　tenir－bon　et　way　registre
d’icelles　asseurances，auquel　registre　et　au文　copPies　ou　extraicts
d’icelui　et　autres　actes　du　fait　d’icelles　asseurances　par　lui　sign6es，
vouIons　et　ordonnons　foy　estre　adjous士6e　devant　tous　juges　et　autres
qu，i1apPartiendra；et　sans　que　nuユ1e　autre　personne　ou　personnes
se　pu1ssent　mm1scuer　ausd1cts　a伍aires　d’asseurances　et　deppenda－
nces，s’il　n，est　premier　et　avant　cr6e，esleu，receu　et　admiξ註ce
faire，par1esdicts　prieur　et　consulz　et　par　iceux　dicts　marchands．》
「そして，保険取引は非常に名誉あることであり，当地の取引や商業を大
いに飾り，高尚なものとするとして，この取引障，つい最近，前記ルアソ
市の商人たちによって大いに敢り上げられ，かつ，これら保険証券および
その関違書類を作成するようにわれわれは報告されているので，……われ
われは，当地において現在商売をしまたは将来商売をする前記の商人に対
し，必要な時は皆で集まり，選挙人の多数決で，商人の中から，誠実な人
格を有し，専門家であって，前記の保険取引に精通している人物であると
彼らの考える一人を選挙することを認めたし，これからも認めるものであ
る。この選挙された人物は，前記商人たちにとって必要なすべての時に，
当地すたわちルアソ市およびその郊外において今後作成されるすべての保
険証券を作成し，認可し，他の保険者に署名させ，かつ，商人が訴訟当事
者として呼喚された時には，共同海損の精算書を作成する。そして，彼は
この保険取引について彼の行なった仕事およびその仕事に割いた時間に対
して，前記商人たちの決めるものを受取乱そLて，彼はこの傑険の帳簿
の原本を常に保持しなければならない。われわれは，すべての判事および
その他の関係老の前で，彼の保拷するこの帳簿およびその写しまたはその
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　　抜奉，並びに彼の署名したこの保険に関する他の証書の真正であることが
　　保証されることを欲し，かつ，命令する。そして行政長官および執政官並
　　びに前記商人たちによって選挙され，この仕事を行なうことを認められな
　　ければ，他の何人も，この保険取引およびその関連取引に係ることはでき
　　ない。」
　I－3　もちろん私は，ルアン市が保険の利用された最初のそして唯一の都
市であるとは思わない。十分根拠あるものとみなされるような資料は残念なが
ら見当らないが，マルセイユ，モンペリエ，ナルボニ■ヌ等の南仏の商業都市は，
それらの都市がスペインやイタリアに近く，これらの国と交渉があったところ
から，ルアソよりも早くこの保険の制度が存在していたものと思われる。すな
わち，Stymams　Jus　maritimum，ωPardessus｛2，あるいぽBensa㈲によれば，
保険について述べている最初の公文書はイタリアのカグリアリ（Cagliari）で
発見されたピサ市（Pise）の1318年のLe　Breve　Portus　Kal1aritaniであり，
既に14世紀末には，保険はイタリア各地に普及していたものと思われる。141そ
Lてスペインのカタロニア地方（Cata10gne）では，1435年，1458年｛5〕および
1484年の3つのバルセロナ（Barce10ne）のオルドナンスによって保険は既に
弘布していたし，帽］同じ頃ベルギーのブルージュ（Bmges）に進出したジェノ
ヴァの保険老によつて，保険はフラソドル地方（1es　F1andres）やオラソダ等
の北ヨーロッパに紹介されている。一7〕このイタリア商人の北ヨーロッバとの接
触は既に14世紀の初めには行なわれており，特にフィレンツェ（F1orence）の
商人がフランドル地方のラシャをシャソパーニュ地方等の定期市で買付け，そ
れを陸路プロヴァソス地方（la　PrOvence）或いは二一ス（Nice），更にはジェ
ノヴァを経て，ピサやフィレ：■ツェ（FIorence）に運んでいた。
　従って，フランスにおいてr保険」の存在が知られるに至ったのは，私見に
よれば，前記1556年のルアンの勅令よりもずっと早く，恐らく1350年～1娼5年
の間に，更に縮めて言えば，1350年頃から遅くとも1400年までの間，地中海沿
　654
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岸都市においてであろうと思われる。そして，それと期を同じくして，或いは
それよりも僅かに遅れて，フラソドル地方を中心とする北フランスにも保険は
伝播したものと思われる。Lかし，これを裏付ける証拠資料は全くないので，
これは推測の域を出ない。幅］
注（1）Ch．VII，P．9，438。
　（2）　C0肋c肋燗幽s10ゐ刎α”全刎ωσ〃彦”舳〃∫ωXW∬但5εc12，t．V，p．332．
　（3〕　1五s工o｛”召∂刎oo瑚ま拓螂まd，αss〃抗α勉c3α〃〃oツ2狐∂g召，1894，traduction｛ranξaise　du
　　Ju1es　Va16w．1897，p．19．
　（4）例えば，les　rさgユes　de　rU伍zio　di　Merca皿tia　de　GεIles　ante㎡euresき1383et
　　1es　Statuta　un1vers－tates　rnarca口tiae　de　Flore皿ce　de1393
　　　さらに，ジェノヴァのある公証人が工393年8月2工目から9月工5目までの一月足ら
　　ずの間に80以上の海上保険契約書を作成したという記録からも，当時の海上保険の
　　弘布の事実がうかがわれる。
　　　LかL，Bensaにょれば，既に1320年代には，イタリアの主要な商業都市1こおい
　　て海上保険は広く行なわれていたという一。oψ．泓，p．20・
　　Et　voyez　A1〕dr6Bell］omme，工’αss舳倣ω8〃ωゆ∫8ま∫2s　c肋伽伽ω挑あ刎〃亦，
　　ユ927，p．ユ6．
　（5）Bess6は1448年としているが（0久畝，p．1），これは誤りである。
　（6）Bensa，oψ．〃，，Pref．，P．X］V；Be1homme，oψ．c倣，P．工7．
　（7）Bensa，oψ．漱，pref．，p．X1V；Be1homme，o力、泓，p．16．既に1300年には，
　　ブルージュ（Bruges）において保険は知られていたらLい（Pardessus，o力．〃．，P．
　3）。また同地において，ユ370年に，スベイソの諸港に向って航行中に滅失した船舶
　　にっいて，Go丘redo　Demahniが，ジェノヴァの保険老と保険契約を緒結Lたとい
　　う記録があるという（Bensa，oかδ左，P．20）。
（8）序でながら，当時の三大海法，即ち「オレロソ海法」（R61es　d’O16ron），「ウィ
　　スビー海法」（Waterrecht　von　Wisby）および「コソソラート・デル・マーレ」
　（Consolato　del　Mare）には，海上保険に関する何等の規定もたい。
　I－4　しかLながら，フラソスの他の都市の中で，リヨソはイタリアの諸
都市としばしぼ交流があったにもかかわらず，前記のルアソの勅令よりも年代
の下ったリヨンの定期市に関する勅令（1559年10月，1560年ユ2月，1569年8月
および1573年8月）は，このr保険」の間題に全く耳を傾けていない。これは，
655
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リョソがフランスの内陸に位置し，海上商業都市で在かったということに起因
するものと思われる。
　パリだげが唯一の例外と言ってよい。すなわち，パリ市の商事裁判所の規範
を定め，裁判官の職業を規定している1563年12月の勅令において，「保険」は
第3条に列挙されている。
　しかし，づリを例外として，この保険契約が利用されていたのは，依然とし
て海上商業都市だけであった。
　1686年5月の勅令によって，パリ市に一つの海上保険および海上冒険貸借会
杜が設立されたが，同勅令の第25条は，同杜による以外のパリ市の同種類似の
あらゆる取引を禁止しながら，保険契約は，従来通りルアン，ナソト（Nantes），
サン・マロ（Saint－Maユo），ラ・ロシェル，ポルドー，バイヨソヌ（Bayonne）
およびマルセイユにおいて行なわれるであろうとつけ加えている。ω
注（1〕Alauzet，oψ．6女，PP．95～96．
　I－5　このフラソスにおげる船舶海上保険史において貴重な資料を提供し
ているのは，Guidon　de1a　merである。これは全く公的性格を欠いてはいる
が，ルアン市がその作成によって面目を施こし，保険全般にわたる手引きとし
て，フラソスで長い間利用されて来たところの海事法規集である。
　この作者およびその作成時期は知られていない。ω｛2〕現存する最も古い版は
1607年版であり，さらに1645年版があるが，前者も初版本ではない。αe辻ac
がかの有名なr海事慣習法』（Les　us　et　coutumes　de　b　mer）にこれを収録
Lて世に出してから（1647年，1661年，1671年および1677年），Guidon　de　la
merの名は広く巷間に流布した。
注（1）作剤こついては，アソトワヌ・マシア（Antoi口e　Massias）ではないかという説
　　ヵミある。一GeorgesHa面on，H鮎oξ〃8鋤6榊1θ伽1・αsw〃榊召例ハ吻鮒2θ彦δ
　　1’6加α〃g召7．1895＿1896，p，26，1ユ．1．
　（2）作成時期については，諸説紛々としている。例えば，Azuniは1400年以前とし，
　　Stracchaは16世紀またはそれ以前とし（〃肋α初畑，1555，Art－2，chap・13），
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HamOnは1500年としている（o少6ム，p．26）。
　また，Pa工dessusは1556年と1584年の間としている。但し，彼自身にとっても，
この蒔期について確固たる．根拠があるわけではない。’1556年に，アソリ2世によっ
てルアソに商事裁判所が設立され，保険に関する争いは同裁判所で審理されること
になったが，1584年にこの審理は海事裁判所に移譲されることになった。P趾dessus
は，この剛こGuidon　de　la　merが作成されたと考えたのではないかと思う。
　とにかく，ある作着がルアソの商事裁判所の設立（の動き）に刺激されて，
1556年前後に，裁判官がその職務を執行するに当って拠るべき海上に関する諸
規則を既存のものから類集したのである。しかし，これは上述の通り法の強制
力を有しない私的法規集であった。従って，この効力はフラソス以外にまで及
ぶものではなかったし，更に近接諸国は，このGuidonの取り扱っている問題
について既に成文の明確な法をもっていたのである。
　G岨ido征de　la　merにっいては，既に我が国でも十分に知られているので，
ζこでは，その内容についてこれ以上言及しない。しかし，このGuidon　de
la　merが（委付論のみぼ不完全であったが）後のフラソスの海上保険の発展
に及ぼした大きた影響については意を留めるべきである。
　I－6　因に，このGuidon　de　la　merがフラソスにおいて得た権威は，
1681年の海事勅令（Ordomance　de　la　marine）まで維持された。
　しかし，この1681年の海事勅令は，Guidon　de　la　merまでの地方的海事慣
習湊を清算するところの，海事に関する公法および私法を併せ備えた近代的総
合的な大法典であつて，太陽王ルイ14世（Louis　XI▽，1638～1715）の宰相コ
ルベール（Co1bert）の下に，ト・モラソシ（De　Morang1s）を長とする委員
会の十年間に亘る検討の結果制定されたものである。ω　コルベールは，1673年
にr陸上商業」に関するオルドナソスを公布したが，富国のためには海上商業
の増強が大事であることを痛感し，r海商」に関する規則を法輿化したいと考
．えていたのである。一2］
　その勅令の第1条は，同勅令の目的および適用範囲を明確に規定しているが，
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その中で，保険老は対価をとって危険を負担する旨定めている。
注（1）A1a吻et，ψ・漱。PP－99～100；Be1homme，o少槻，PP・20～21；田中誠二『海
　　商法詳論』（昭和45年），p・10・この1681年の海事勧令を「コルベールのオルドナソ
　　ス」（Ordonnance　Co1bert）ということがある。
　（2）　Hamon，oヵ・δ友，pp・28～29・Colberヒdisait：Le　commeエce　de　la－nell　est
　1．un　des　plus　puissants　moyens　pour　apPorter　1’abondance　pendant　1a　paix
　et　rendre　en　guerre　la｛orce　d’un　Etat　plus｛orlnidable（Hamon，oか　δ葦。，P・
　29）．
　同勅令はその後久しく行なわれたが，その問，1779年に船体検査および取得
運賃（fret　acquis）の保険について修正がなされた。
　また1754年に，パリに設立されていた二つの海上保険会杜のうちの一つに，
陸上保険の営業認可が与えられ，1786年には，同じくバリに，火災保険を専門
とする二つの保険会杜が設立された。しかし，これらの保険会杜はフランス革
命によって解体され，その後継会杜が現われたのは，ナポレオン（NapoI6on）
の第一帝政時代以後のことである。㈲
5主（3）　Char1es　Lemo口nier，　0o刎物召勉勿かε　醐7　1ω　力〆〃αφα1召8　力o””8　6’α5醐棚伽2
　〃α励伽2洲腕2∫例ア伽伽2．1843，Pref．PP．LXXVI～LXXVII．なお本稿工一7
　　の注（2）参照。
　I－7　フラソス船舶海上保険史に占める1807年の商法典（1eCodede　com－
merCe）の重要性については，今更多言を要しない。すなわち，フラソス商
法輿ぼ，海事勅令の私法的部分を公法的部分から分離し，その第二編および第
三編の規定を再生して商法奥第二編「海商」に編入したのであって，ω当時の
立法者にとって，コルベールの遺贈したこの傑作をほとんど一字一旬コピーす
る以外に，保険に関する規定について一層よい方策を見出すことができなかっ
たのである。
注（1〕田中誠二，前掲書，P－10；AIauzet，oか6まリP・100；Belho㎜㎜e，o久泓。P・
　21；Hamo血，ψ．泓，p．30－
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　かくして，フラソス商法典第二編は，フランスの内外に絶犬な影響力を有す
るに至り，同時に，フランス海上保険は少くとも1870年童で増長の一途を辿る
のである。ω
注（2）本文に既述の通り，既存の保険会杜はフラソス革命にょって解体され，その後継
　　会社カミ現われて来たのは，ナポレオソの第一帝政後のことである。その基礎は1818
　　年に築かれた。現存する保険会社の中でも，1a　S6curit6がユ836年に，L’Oc6anと1e
　　LIoyd　Franεaisカ；1837年に，また一a　Me－usi口eが1838年に設立されている。
　　　また工848年まで，フランスの海上保険は保険会杜数杜と個人保険1業者のグループ
　　数個によってバリおよびフラソスの諸主要港において引受げられていたが，1849年
　　から1878年にかけて20近くの保険会杜がパリに設立され，以後パリがフラソスにお
　　ける海上保険の中心地となった。そLて1866年から保険会杜の業績が一転して悪化
　　する1870年までの間が，バリの海上保険の黄金時代となるのである。Et　vOyez，
　　Hamon，oψ。枕，pp．55～56；A1bert　Cha肚ton，五2M∫醐刎肌ω＿肋グμs∫6，12〃
　伽細〃，12鮒ω例か，Tome　I，1884，p．μ9．
皿
　1I－1　上述の通り，1807年の商法典は1681年の海事勅令の第二編および第
三編の規定をほとんどすべて再生したにすぎないので，海上保険に関する法律
上の規定は固着していたわけであるが，その問もフラ：■ス商業は発展を続け，
商業の発展と拡大は20世紀初頭のいわゆる「ベル・エポック」（Be11e　Epoque）
まで続き，フラソス経済は兼躍的に発展を遂げた。
　従って，商法典第二編は依然として保険契約の法源として永らく留まっては
いたが，その諸規定は実用に即し得なくなった。そこで海上保険の実務は，そ
れ以来この成文法を離脱し，当事者の意思を盛り込んだ保険証券に依拠するに
至った。かくして，19世紀の前半には多数の約款をもった最初の印刷保険証券
が多数現われた。地方の海事憤習と同じ．位たくさんの保険証券があったとさえ
言われるほどであるが，ω　これらはたいてい，近年創設された保険会杜によっ
て作成されたものである。｛到
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；主（1）　Bess6，o少δえ，P．3．
　（2）　Pieπe　Lureau，Co刎〃肋勿加2∫幽8力oκ6ωプ六σ〃9αゐω♂伽醐伽刎ω”2α〆カ〃幽
　　s眈f　coゆs　d召伽田伽εs，1974，p．28．
　かくして，29条の条文をもった1840年5月1日のパリの保険証券が現われ，
30条の条文をもった同年のボルドーの保険証券が現われ，マルセイユ，ル・ブ
ーブル（LeHavre），ナント，ルアソ，ダンケルク（Dunkerque），バイヨン
ヌ等の保険証券が存在するに至った。㈲　これらの保険証券は船舶および積荷に
共通のものであった。ω
注（3）Lemonnier，oカ．泓，Vols。ユ～2．
　（4）Lemonnier，ψ．肋．，Vols．1～2；Bess6，ψ．漱，P．一2；L皿eau，oカ．泓；P．28．
　II－2　上記の1840年のバリの保険証券は，1681年の海事勅令および1807年
の商法典に由来するものではあるが，フランスにおげる最初の本格的な保険証
券として，その後のブラ：■スの海上保険証券の変遷に重大な影響をもっている
ので，ここに紹介しておく。上記のポルドーを始め，それ以外の地の保険証券
も，それが使用される地の慣習の相違やその地で取り扱われる商品の種類の違
いによる免責歩合約款の内容の差異等はあるが，相互に類似している。
Po1ice　d’Assurance　M趾itime　de　Paris
N．
Cou並ier　M．
Na▽ire
Capitaine
Voyage
Somme　assur6e　F．
Prime　　％F．
Po1ice
F．
??
CONDITIONS　GENERALES
ARTICLE1喧「＿Les　ass1ユreurs　prementき1eurs　r1sques　tous　dommages
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　　　et　pertes　provenant　de　tempεte，naiユfrage，6chouement，abordage
　　　fortuit，reIaches　forc6es，changemens　forc6s　de　route，de　voyage　et
　　　　de　vaisseau，jet，feu，Pil1age，captures　et　mo1estations　de　pirates，
　　　baratterie　de　patron，et　g6n6ra1ement　de　tous　accidens　et　fortmes
　　　　de　mer．
ARTICLE2．一Les　rエsques　de　guerre　ne　sont註1a　charge　des　assureurs
　　　　qu’autant　qu’iI　y　a　convention　expresse．　Dans　ce　cas　i1est　entendu
　　　　qu’ils　r6pondent　de　tous　dommages　et　pertes　provenant　de　guerre，
　　　　hosti1it6s，repr6sai11es，arrεts，captures　et　mo1estations　de　gower－
　　　　nemenS　quelCOnqueS，amiS　et　ememiS，reCOmuS　et　nOn　reCOmuS，
　　　　et　g6n6rale㎜ent　de　tous　accidens　et　fortmes　de　mer．
ARTICLE3．＿Les　assureurs　sont　exempts　de　tous　do正nmages　et　pertes
　　　　proマenant　du　vice　propre　de1a　chose；de　captures，coniscations　et
　　　　6▽6nements　quelconques　proマenant　de　contrebande　ou　de　commerce
　　　　prohib6　ou　c1andestin；　de　1a　baratterie　de　patron　ら　1’6gard　des
　　　　a工mateurs，des　propri6taires　de　navires　ou　de　leurs　ayant－droit；
　　　　en丘n　de　tous　frais　que工conques　de　quarantaine，d’hivernage，et　de
　　　　jours　de　p1anche．
ARTICLE4．＿Dans1es　assurancesきterme，1es　assureurs　sont　exempts，
　　　　sauf　convention　contraire，des　risques　du　S6n6gaI，en　toutes　saisons，
　　　　et　de　ce㎜ζde　la　mer　Noire，de1a　Baltique　et　des　mers　du　Nord，
　　　　au－de1註de　Du皿kerque，du1齪octobre　au1飢avril，
ARTICLE5．一Les　risques　sur　facuエt6s　courent　du㎜oment　de　leur
　　　　embarquement，et丘nissent　au　moment　de　leur　mise註terre　au1ieu
　　　　de　dest1nat1on　Les　r1sques　de　transport　par　allさges　ou　gabarres，
　　　　de　terre註bord，et　de　bord註terre，dans　les　ports，rades　et　riマiさres
　　　　de　chargeme皿t　et　de　d6ch甜gement，a1ns1que　tout　traI1sbordement
　　　　au　Hawe　ouきHon坦eur　pour㎜onter註Rouen，sont　toujours註1a
　　　　charge　des　assureurs．
　　　　　En　cas　d，assurance註prime1i6e　ouきter㎜e，1es　risques　contiment
　　　　sur1es　objets　substitu6s　aux　premiers，Provenant　de　ieur　vente　ou
　　　　de1eur6change，jusqu，≧concurrence　de　Ia　somme　ass皿6e，sauf
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　　　just脆catioI1de　leur7記eur　et　de1eur　mise　en　risque，en　cas　de
　　　SiniStre　Ou　aVarie．
ARTICLE6．＿Les　risques　sur　corps　courent　du　moment　od　le　naYire　a
　　　　commenc6きembarquer　des　m孤chand1ses，ou，主d6faut，du　mo血ent
　　　　○亡i1a　d6ma工r6，et　cessent　cinq　jours　aprさs　qu’il　a　6t6　ancr6　ou
　　　　am㎝16au1ieu　de　sa　destinatlon，乞moms　que1e　d6chargement
　　　　n’ait6t6acheY6plus　t6t，ou　qu’i1n’ait　embarqu6des　marchandises
　　　pour　un　autre　voyage　avant1，expiration　de　ces　cinq　jours．
ARTICLE7．一Les　risques　de　quarantaine　sont註1a　charge　des　assureurs，
　　　au1ieu　de　la　destination．　Si1e　navire　va　faire　qua工antaine　ai1leurs，
　　　　i1est　pay6une　augmentation　de　prime　d’m　pour　cent　par　mois
　　　　sur　corps，et　de　trois　quarts　pour　cent　sur　facu1t6s，depuis　1e　jour
　　　　du　d6part　jusqu’註ce1ui　du　retour．
ARTICLE8．＿En　cas　d’assurance註prime　li6e　pour　un　voyage　au　deI主
　　　　des　caps　Hom　et　de　Bonne－Esp6rance，i1est　accord6au　capitaine
　　　　six　mois　de絢our，註compter　du　jour　o亡il　aura　abord6au　premier
　　　　po竹o也il　doit　commencer　ses　o¢rations；il　n’est　accord6que
　　　　quatre　mois　pour1es　autres　voyages．A1’expiration　de　ces　termes，
　　　　chaque　mois　de　s6jour　en　ses　dome1ieu註une　augmentation　de
　　　　prime　de　trois　qu航s　pour　cent　par　mois，jusqu’註1a　in　du　do㎜iさme
　　　　加ois．　Dさs－1ors，1es　assureurs　sont　d6cha二rg6s　de　tous　risques，et
　　　　ont　droit　aux　deux　tiers　de1a　prime1i6e，ix6e　par1a　po1ice，plus
　　　　註raugmentation　de　pエime　r6su1tant　de1a　pro1ongation　du　s6jour．
ARTICLE9＿Dans　tous1esα1s　od1e　calcu1de1a　pr1me　se　fオt　par
　　　　p6riodes　n1ensueues，ou　autres，toute　p6riode　coInn1enc6e　est　compt6e
　　　　C0工nnle　五nie．
ARTICLE1O＿Sエ1，assurance　est　fa1te　sur　nav1res　md6termn6s，1’ass1ユr6
　　　est　tenu　de　faire　connaitre1e　non1des　naviヱes，au　p1us　ta1rd　dans
　　　le　d61ai　de　six　mois，Pour1es　voyages　au－de1≧des　caps　Horn　et　de
　　　Bome－Es加rance；dans　quatre　mois　pour1es　autres▽oyages　de
　　　1ongcα1rs，dans　deux－n01s　pour1es　voyages　de　grand　cabotage，et
　　　dans　un　mois　pour　ceux　de　petit　cabotage，1e　tout　註　partir　de　1a
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　　　　date　de1a　pohce；faute　de　quoi　1a　poユice　est　皿u1工e　de　p1ein　droit，
　　　　et　i1est　pay6aux　assureurs　demj　Pour　cent　de　droit　de　ristourne
　　　　Pour1es　voyages　de1ong　cours，et　un　qua工t　pou二r　cent　pour　ceux
　　　　de　cabotage．
ARTICLE11－S1，1’assurance6tant　fa1te　sur　un　nav1re　partant　d’Europe，
　　　　1e　d6part　est　retard6de　plus　de　trois　mois，註dater　de1a　souscription
　　　　du　risque，1’assureur　a1a　facu1t6d’annuユ1er1a　po1ice，en　conservant
　　　　un　quart　pour　centえtitre　de　droit　de　ristourne．
ARTICLE12・一Le　d61aissement　pour　d6faut　de　nouvel1es　peutεtre　fait
　　　　aprさs　un　an，Pour　tous　1es　voyages　en・deC註　des　caps　Horn　et　de
　　　　Bonne－Esp6rance，et　aprさs　deux　ans，pour1es　voyages　au－de1註de
　　　　ces　caps，1e　tout註compter　du　jour　auqueI　se　rapportent　Ies　derni一
　　　　さreSnOuVeueSreCueS．
　　　　　　Le　d61aissement　des　facuItξs　ne　peutεtre　fa虻que　dans1es　cas
　　　　pr6vus　par1e　paragraphe　pr6cξdent，et　par1’aエticle394du　Code　de
　　　　commerce，et　dans1e　cas〇七，ind6pendamment　de　tous　frais　quelcon－
　　　　ques，1a　perte　ou　la　d6t6rioration　mat6rie11e　absorbe1es　trois　quarts
　　　　de　la　valeur．Aucun　autre　cas，mεme　ce1ui　de　vente　en　cours　de
　　　　voyage，ne　donne　droit　au　d61aisse］lnent　des　facu1t6s．
　　　　　　Le　d61aissement　du　corps　ne　peutεtre　fait　que　dans1e　cas　de
　　　　d6faut　de　nouvelles，ou　dans　ce1ui　d’innavigabi1it6abso1ue，Produite
　　　　par　naufrage，6chouement　avec　bris，　ou　toute　autre　fortune　de
　　　　mer．L’innavigabiIit6reIa丘ve，produite　par1e　d6faut　de　fonds，par
　　　　I’importance　des　d6penses　註　faire，ou　par　toute　autre　cause，　ne
　　　　dome　lieu　qu，au　r6gIement　en　a▽aries．
　　　　　　Il　est　express6ment　d6rog6aux　dispositions　du　Code　de　commerce
　　　　（et　notamment　des　artic1es369et375），contra辻es主ce11es　des　trois
　　　　pa工agraphes　qui　pr6cさdent，
ARTICLE13．一Soit　qu’i1y　ait　ou　non1ieu主d61aissement，et　sans　pr6ju－
　　　　dicier　aucunement註ses　droits，1’assur6est　tem　de∀ei1ler　au
　　　　sauvetage　des　objets　assur6s，etき1eur　conservation．
ARTICLE14．＿Les　avaries　grosses　se　rさg1ent　ind6pendamment　des
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　　　avaries　particuliさres，sans　aucme　cumu1ation，et　sont　rembours6es
　　　sous1a　retenue　d，un　pOur　cent　de1a　vaユeur　assur6e　pOur1es　YOyag－
　　　es　de1ong　cours，et　de　deux　pour　cent　pour　ceux　de　grand　et　de
　　　petit　cabotage．
　　　　　La　partie　de　ces　avaries　incombant　au　fret　ne　peut　jamais　εtre
　　　mise註1a　charge　de1’assurance　su］＝corps．
ARTICLE15－Les　avar1es　part1cu11さres　sur　corps，qu11le，agrさs，apparaux
　　　et　d6pendances，se　remboursent　sous1a　d6duct1on　de　tr01s　pour
　　　cent　de1a　va1eur　assur6e．
ARTICLE16．一En　cas　d’assurances註prime1i6e　ou註terme，chaque
　　　Yoyage　est1’objet　d’un　r691ement　s6par6．La　in　de　chaque▽oyage
　　　est　d6termin6e　ainsi　qu’i1est　dit　au　premier　para阻aphe　de1’artic1e
　　　5et主1’artic1e6，et　le　voyage　subs6quent　est　cens6commenc6
　　　imm6diatement．
ARTICLE17＿En　cas　de　d61alssement　du　nav1re，1’armateur　reste　pass1－
　　　b1e　des　gages　dus　註　1’6quipage　ant6rieurement　au　vOyage　pendant
　　　lequel　le　SiniStre　a　eu　lieu．
ARTICLE18．一Il　n’est　admis　dans　les　r6g1emens　d’avaries　particu1iさres
　　　sur　corps，que1es　objets　remp1aCant　ceux　perdus　ou　endommag6s
　　　par　fortme　de　mer，et　tous　les　remplacemens註1a　charge　des
　　　assuヱances　supportent　une　r6duction　d’un　tiers　sur　1e　co血t　justi丘6
　　　au　lieu　des　r6paratiOns．　C2”θ7疹6〃6”0〃∫’αψψZ勿〃θ細α1θ刎θ〃まδま0〃加3
　　　125　プ勿α〃κo刎，力〃7〃6肋κ5，　刎α伽一♂”〃砂〃．　Cependant　el1e　n’est
　　　jamais　faite　sur　Ies　ancres，et　n’est　que　de　quinze　pour　cent　sur
　　　1es　chaines　et　c盆b1es　en　fer．
　　　　　Les　mεmes　r6ductions　sont　applicab1es　au　r691ement　des　inde－
　　　mnit6s　dues　pour　aYaries　grosses　par1es　assureurs　sur　corps．
　　　　　Zθ5伽〃8θまg昭2∫6〃6σψ螂，μ〃α勿〃θ∫吻〃励0〃∫6〃ω伽，
　　　脇S0械力0〃〃αC肋椴伽αSS〃2舳．
　　　　　Dans　les　risques　de　pεche，1es　assureurs　sont　exempts　de　toutes
　　　pertes　et　avaries　sur1es　embarcations，ustensi1es　de　pεche，ancres，
　　　chaines，凶bles，et　d6pendances　pendant1a　pεche　et　le　moumage．
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　　　　De　mεme　dans　les　divers　mouillages　de　l’i1e　Bourbon，1a　perte，soit
　　　　en　avaries　particu1iさres，soit　en　avaries　grosses　（quant　aux　assuran－
　　　　ces　sur　corps）　des　ancres，chaines，c盆b1es，et　d6pendances，　n’est
　　　　pasきla　charge　des　assureurs・
ARTICLE19．＿Les　primes　des　empmntsき1a　grosse，contract6s　pour
　　　　r6parations　et　d6penses　extraordinaires　faites　en　cours　de　voyage・
　　　　ne　sont　き　1a　charge　des　assureurs　que　jusqu’au　dernier　1ieu　de
　　　　destination　de　ce　voyage．　Tous　emprmts　faits　audit1ieu1eur
　　　　demeurent6trangers．
ARTICLE20．一Sont　francs　d’avaries　particu1iさres：1es　fruits　verts　et
secs，1es　fromages，1es1aines　en　suint，1e　sel，1es　p1umes，1es1iquides
en　boutei11es，1es　g1aces　et　autres　objets　fragi1es，et　1es　marchan－
di・・…j・tt・・き1・…i1l・；・・p・・d・nt，・n…d’・b・・d・g・・ud’6・h・u・・
ment　avec　bris，1es　avaries　particuiiさres　sur　ces　objets　sont　pay6es
sOus　d6duction　de　quinze　pour　cent　de1a　valeur　assur6e．
　　En　cas　d’avaries　particu1iさres　sur　d’autres　marchandises，les
assureurs　ne　paient　que1’exc6dant　de：
TROIS　POUR　CENT　SUR
Alun．
Beurre．
Bois．
Brai　et　goudron．
Caf6en　futail1es．
Cannel1e．
Cassia　lignea．
Cire．
Clous　de　giroHe－
CocheniI1e．
Cordages　goudronn6s．
Coton　brut．
Draps　et　autres6to丘es
　　de　1aine．
Espさces　monnay6es・
Garance　en　futai11es．
Indigo．
Laines　lav6es．
M6taux．
“4erCerie．
Orf6vrerie　et　bijouterie
　丘neS．
Passementerie．
Pierres　pr6cieuses．
Piment　en　sacs．
Poivre　en　sacs．
Quinquina．
Rubans，
Savon．
Soies　et　soieries．
Soufre．
Suif．
Th6．
Toi1eries　et　autres　tissus
　　de1in　et　de　coton．
Vif－argent－
Verdet、
CINQ　POUR　CENT　SUR
Alizari．
Bijouterie　fausse．
Cacao　en　futailles．
Caf6en　sacs　ou　ba1les．
Charbon　de　terre．
Co1le　en　futail1es　ou　en
　　CaiSSeS．
Cordages　non　goudron・
　　n6S．
Cornes．
Coton丘16．
Curcuma．
Farine　en　barils．
Gingembre　en　futaiues．
Gomme　en　futai1Ies．
Riz　en　futail1es．
Se11erie，
Sucre　en　futai11es　ou　en
　　CaiSSeS．
Tabac　en　futailles．
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ARTICLE21．＿Les　franchises　d6termin6es　par　l’a二前ic1e　pr6坐dent　ne　se
　　　　pr61さvent　que　d；ms1e　cas　d’avaries　mat6rie11es．Les　avaries　particu－
　　　　1iさres，qui　ne　se　composent　que　de　frais，ou　qui　pr0Yiement　d’me
　　　　contribution　proportiomeue，sont　rembours紬，sous　la　reteme　d，un
　　　　po皿cent　de1a　somme　ass皿6e，et　ce1a　ind6pendamment　des　avaries
　　　　parti㎝1iさres　mat6rie11eS．
ARTICLE22．＿La　somme　souscr1te　par　chaque　assureur　est　la11m1te
　　　　de　ses　engagemens；i1ne　peut　jamaisεtre　tenu　de　payer　au－de1差．
ARTICLE23．一Les　indemnit6s　pour　sinistres　et　aYaries馴osses　et
　　　　particu1iさres　sont　r6g16es　suivant1es1ois　et　usages　de　France，que1s
　　　　que　soient1es　lieux　o亡1e　sinistre　est　survenu，o泣　1e　voyage　s’est
　　　　termm6，et　o亡1e　r691ement　a6t6op6r6
ARTICLE24－Toutes　peエtes　et　a▽虹1esきIa　charge　des　assurelユrs　sont
　　　　pay6es　comptant　et　sans　eξcompte，quinze　jours　aprさs1a　remise
　　　　des　piさces　justifcatives，au　porteur　de　ces　piさces　et　de　1a　pr6sente
　　　　po1ice，sans　qu’il　soit　besoin　de　Procuration．
ARTICLE25．一En　cas　de　paiement　de　pertes　ou　d’avaries　avant　r6ch6一
DIX　POUR　CENT　SUR
Amandes　en　futai1les．
A㎜idon．
Anis．
Cacao　en　sacs　ou　balles．
Caf6en　vrac．
Chan平re　et　lin．
Crins　et　poils．
Cuirs　et　peaux．
Ecorces　de　chεne．
Farine　e1ユsacs．
Fleur　de　soufre．
Gingembre　en　sacs，
Gom㎜e　en　sacs　ou　en
　VraC．
Grams　et　gr乱mes　en　barlls
　　Ou　en　SaCS．
Gravures　et　lithographies．
Laines　cachemire．
Liquides　en　futai1les．
Noir　animal．
N〇三x　de　gaI1e．
Papier　et　1ibrairie　en
CaiSS S．
Pelleteries．
Poissons　secs　ou　sa16s．
P〇三vre　et　piment　en　vrac．
Potasse，Per1asse　et　ve・
　dasse．
Riz　en　sacs．
Sel　de　sOude．
Soude．
Sucre　en　sacs　ou　baues．
Sumac．
Tabac　en　sacs　ou　balles．
Teintures．
T iles　ble1ユes　dites　gui－
　　n6eS．
Viandes　sa16es．
QUINZE　POUR　CENT　　　　　　　SUR
Cacao　en　vrac．
Grains　et　graines　en
　　∀ aC．
Lξgumes　secs．
Nitrates．
P ille　et　foin．
Papier　et　librairie　en
　 balles．
Tourteaux．
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　　…㎜ce　du　bi11et　de　prime，les　assureurs　peuvent　d6duire，de　l’indem－
　　nit6due　par　eux，1e　montant　de　ce　bi11et，qui　doit　a1orsε血e　admis
　　comme　cOmptant．
ARTICLE26．＿En　cas　de　non　paiement　de　la　prime　constat6par　huis－
　　sier，ユes　assureurs　ont　1a　facu1t6　d’exiger　caution　ou　d’annu11er
　　l，aSSuranCe．
ARTICLE27．＿I1est　convenu　que1e　capi虹ne　peutε虻e　reGu，ou　non
　　reCu，ou　remp1ac6par　tout　autre，et　que　la　maniさre　dont　son　nom
　　est　orthographi6ne　pr6judicie　pasき1’assurance．
ARTICLE28．＿Les　assureurs　et1es　assur6s，chacun　en　ce　qui1e　con－
　　ceme，s’engagent主se　conformer　auxヱois　et　r6g1e㎜ens　maritimes
　　en　vigueur，en　ce　qui　n’y　est　pas　d6rog6pa工1a　pr6sente　po1ice．
ARTICLE29．＿La　pr6sente　assurance　est　faite　sur　bonnes　ou血auvaises
　　nouve11es　pourεtre　ex6cut6e　franchement　et　de　bonne　foi，1es　parties
　　renonCant註1a　lieue　et　demie　par　heure．
　Par　rentremise　de　M1．　　　　　　　courtier　roya1d’assurances　prさs　1a
bourse　de　Paris，aux　conditions　g6n6rales　qui　pr6cさdent，註　ce1les　parti－
cu1iさreS　qui　sui▽ent，et　moyemant　la　prime
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　payab1e　dans　Paris
　Le　soussign6assure主
agissant　pour　compte　de?
　II－3　既述の通り，フラソス各地に多数の保険証券が存在していたが，こ
れを統一しようという気運が諸都市の保険者の間で高まり，1865年の保険者代
表会議において単一の保険証券が作成された。これ即ちパリ・マルセイユの保
険証券である。
　そして，1873年には，初めて船舶用と積荷用に別々の保険証券ができ上がっ
た。
　更に，1885年8月12日の法律によって商法の重要な規定が若干改正された結
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果，船舶保険証券は1888年1月1日に修正され，1873年の保険証券に代る二つ
の保険証券が作成された。ω
注（1）A旺red　de　Co岨cy，C舳脇〃肋㈱伽力o伽s∫刎焔g”細s〆αss舳囮㎜25伽泳
　　ガ〃23s，26d．，1888．
　この1888年の船舶保険証券は1903年まで使用され，1903年10月1目にあらた
な改正がなされた。改正された約款は，第1条，第4条第6，7項，第10条，
第ユ1条，第17条，第20条，第30条および第32条である。｛2〕
注（2）なお詳細については，灰伽”肋㎜肋”召伽伽｛｛伽棚刎らTome20．1904
　　～1905，pp．485～505参照。
　この1903年10月1日の船舶保険証券は，更に1913年9月1日の船舶保険証券
によって大幅に改訂されたが，これは航海術の進歩と汽船の普及の結果であ
る。倒
　同船舶保険証券は，特に第三者求償，免責歩合，修繕費の入札，共同海損の
分担，保険契約の解除，船舶の低当等に関する規定について，大幅な改善がた
されたのである。同保険証券中には，帆船用に二つ，汽船用に二つ，計四つの
約款を含んでいた。すなわち，帆船および汽船のそれぞれについて，一つは期
問保険用，他の一つは航海保険用の約款である。ω
注（3）Bess6，o少泓，P．2；Lureau，oψ．泓，PP．28～29．
　（4）この1913年証券の詳細については，地砂惚タ〃2伽肋物1伽”o”刎α”伽召，
　　Tome29．1913川1914，PP．639～655参照，更に，この保険証券については，G．
　　Ripert　et　E・Audouilユのコソメソタール〃力0脆ε力r伽ψ細〆ω醐畑伽2刎α”励彦
　　㎝fωゆs6刎1”s召ヵf”惚6焔　1913　（Revue　internationale　du　droit　maritime，
　　Tome30．1915～1917，pp．116～160）がある。
　この1913年の保険証券は1924年に改正され，更に1928年11月1日に改正され
た。㈲
注（5〕この工928年の保1険証券については，E．Audouinのコソメソタール〃カo1加
　1ん〃gαゐ2♂ω醐榊刎2刎α〆彦伽3脇7ωψ∫∂刎1研椛ω榊あ閉1928（Bulleti－1des
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　　assurances　maritime，1928）がある。
　更に，この1928年の保険証券は，引続き1929年11月21日，1932年6月6日，
1934年3月22日および1938年10月27日に改正されたが，この問も二つの様式
（帆船と汽船）およびそのそれぞれの範騎の航海保険用と期間保険用という区
分は残った。
　更にこの間，1928年1月1日に「船舶建造海上保険証券」（Police　d’assurance
maritime　sur　corps　de　navires　en　constmctions）が新たに加わり，また
r近海漁船用特別保険証券」（Po1ice　sp6cia1e　aux　pεcheurs　m6tropo1itains）
が加わり，更に1929年6月6日にはr係船海上保険証券」（POlice　d’assurance
mar1t1me　sur　corps　de　nav1res　en　s6］our　dans　un　port）が作成されて，
非常に盛り沢山の印刷保険証券が存在するに至ったのである。
　更に，これらの保険証券は追加約款によってしばしば修正され，その結果非
常に複雑なものとなり，従って当事者間のハーモニーが失なわれることもしば
しぱであった。すなわち，一方においては帆船と他方においては汽船のそれぞ
れ二つずつの保険証券の普通約款が類似しているために，これらの保険証券は，
航海保険であるか期問保険であるかに従って変るところのこれまた印刷された
追加約款によって補足され，かくして普通約款を構成している条文を補足した
り，削ったり，修正したり，緩和したり，廃止したりしていた。それ故，契約
者が，契約のあらゆる点において誤りを犯さないようにするためには，普通約
款と特別約款という別々の印刷様式を併せて読み，一方を他方に組み入れると
いう操作が必要であった。そして，これは必ずしも容易な術ではなかった。㈹
注（6）Lureau，o力。畝，P・30・
　それ故，船舶の種類，保険期間の違いに応じてそれぞれの印刷保険証券がで
きたにもかかわらず，フラソスの船舶保険証券は，現実には全く一貫性と等質
性を欠いていた。その結果，フラソスの海上保険市場はべ数多くの訴訟と際限
のない議論に大いに悩まされることになったのである。一71
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注（7）　Lurean，oかδ左，P．30一
　皿一4　1939年の対独宣戦によって，フランスが等二次世界大戦の泥沼に突
入した前後の，フランス船舶海上保険市場の情況はかくの如くであっれ
　1941年に，上記のような不安定な情況に終止符が打たれた。すなわち，簡素
化の要請の下に，漁船，遊覧船，帆船および機帆船を除くすべての船舶用の船
舶保険証券が作られた。この保険証券は1941年12月1目の目付げをもつ。そし
て，この保険証券から除外された船舶を対象とする1941年12月8日の保険証券
が作成された。この保険証券はしばしばr漁船保険証券」（Po工ice虞cheur）と
呼ばれる。なぜならば，実際問題として，漁船に特別の配慮を払うことが，こ
の保険証券の作成を決定した理由だからである。
　ところで，この1941年に作成された二つの船舶保険証券は，その多くの規定
をそれ以前の保険証券の諾規定に負いながら，これまでの保険証券のように保
険者によって一方的・排他的に作成されたものではなく，その後に作成された
19μ年8月17日の積荷保険証券と同様，保険者の正当た利益と，被保険老の少
なからず尊重されうべき利益とに衡平を期する目的で，相互の協力によって作
成されたいわゆる客観的保険証券である。従って，統一と衡平と総括を期して
作成されたこれらの保険証券は，それまでの船舶保険証券と比べて船主にとっ
てずっと好ましいものとなった。ω
注（1）1941年12月1日の船舶保険証券の普通約款を補足する21の追加約款ができたのも，
　　この時である。この21の追加約款は或いは普通約款に編入され，或いは二つが一つ
　　に併合されて，現在使用されているのは工8である。
上記1941年12月1日の船舶保険証券は，その後1946年10月1目，1947年1月
14目，1949年1月1日および1955年1月1日に改正された。｛2〕
注（2）この1955年1月1日の船舶保険証券については，木村栄一博士の邦訳および注釈
　　「フラソスの海上保険証券」（『損害保険研究』第26巻第4号，PP．18～50）がある。
　また，1941年12月8目の漁船，遊覧船，帆船および機帆船を対象とする保険
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証券は，1947年1月14日および1949年1月1日に改正されたが，既述の通り，
この保険証券は漁船に特別の配慮を払うことを作成の主目的とするものであっ
た。それ故，遊覧船，帆船および機帆船の危険を引受げる保険者にとって，こ
れは必らずしも満足のいく保険証券ではなかったわけである。そこで，1956年
1月1日にr漁船海上保険証券」（Po11ce　d’assurance　m孤1t1me　sur　corps
de　nav辻es　de　pεche）が分離独立することになった。この「漁船海上保険証
券」は，その後1963年1月1目および1969年1月1日に改正されている。
　たお，この間，1928年1月1目作成の「船舶建造海上保険証券」も19坐年3
月16日，1947年1月1日および1955年1月1則こ改正されている。㈲
注（3）この「船舶建造海上保険証券」については，旭季彦氏による紹介（『損害保険研
　　究』第2工巻第工号）がある。
　I［一5　1967年7月3日に，海上保険に関する法律第67－522号が制定され，
更に1968年1月19日に，海上保険に関するデクレ第68－64号が公布され，以後
この法律およびデクレがフランスにおける海上保険契約の準拠法となった。こ
れらの法律では，被保険老保護を目的として，いわゆる強行規定が大幅に増加
された。｛1〕
注（1〕1967年法第2条には，契約当事老の意思によって排除できない規定として，同法
　　第3条，6条，7条，10条，12条，13条（1項），17条（2項）・21条・24条・25条・
　　26条，32条，35条および40条を列挙している。
　この結果，既存の保険証券の諸約款を修正しなければならなくなり，保険者
およびブローカーは，保険証券に法律の関係条文を織込むことを強制している
1938年12月30日のデクレ第110条（1962年10月15目のデクレ第5条により修正）
の諸規定に従わなげればならなくなった。
　そこで，1968年7月20日に，新たにr漁船，遊覧船，帆船および機帆船を除
くすべての船舶の船体海上保険証券」ができたが，この保険証券は，実際間題
として，非常にr重苦しく，またかつてなかったほどに複雑」なものとなっ
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た。⑫〕
注（2）L1■reau，oか枕、PP．33～34。
　もちろん，このような保険証券は海運業界に満足を与える筈がなく，やがて
フラソス船主中央委員会（1e　Comit6Centr創des　Armateurs　de　France）
は，海上運送保1険会杜組合（1e　Synd1cat　des　Compagn1es　d’Assurances
M孤itimes　et　de　Transports）に船舶保険証券の近代化を要請する提案書を
提出Lた。
　そこで，船主と保険者それぞれ同数の代表者から成る作業グループが結成さ
れ，討議の結果，1972年12月1臼に最終的に「漁船，遊覧船，帆船および機帆
船を除くすべての船舶の船体海上保険証券」ができ上がった。この保険証券は，
1975年1月1日に，一箇所だけ非常に小さな修正がなされたが，‘割現在も依然
として使用されているのである。
注（3）共同海損の精算について規定する第26条の第4項に書かれている金額が，今まで
　　の100，000フラソから150，000フラソに修正されただけである。
　皿一1　この1972年12月1日のr漁船，遊覧船，帆船および機帆船を除くす
べての船舶の船体フラソス海上保険証券」（Police　frangaise　d’assurance
maritime　sur　corps　de　tous　naYires註rexc1usion　des　navires　de　pεche，
de　plaisance，des　voi1iers　et　des　navires註moteur　auxiliaire）をもってす
る契約は，フラソスにおげる船舶海上保険契約の主流を占めるものであるから，
最後にここに紹介しておく。この保険証券については，その私訳と注釈を公け
にする別の機会に恵まれたので，ω邦訳と注釈はそちらに譲ることにする。
注（1）　「フラソス船舶海上保険普通保険約款」『葛城照三博士古稀記念論文集』（損害保
　　険事業研究所，1976年3月発行予定）。
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